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【研究の背景・目的】 
最近、IT システムの障害が大きな社会問題に発展

する事故や事件を報道などでしばしば目にする。シ
ステムそのものに存在する不具合が原因である場合
もあれば、運用操作上のミスが原因である場合もあ
る。システムの大規模複雑化によってシステムの品
質を保証することが困難になるとともに、ネットワ
ークによって多種多様なシステムが相互に接続され
ることによって、一つのシステムの障害による影響
が波及する範囲と速さが人知の及ばぬ状況になって
きた。人間の日常社会生活における社会基盤を支え
る IT システムが果たす役割は、今後ますます大き
くなる。それに伴って、IT システムの品質に対する
要求は、機能や効率のみならず、安心安全という面
でも、より高く、より強くなってきている。 

IT システムの重要な構成要素であるソフトウェ
アの機能や安全性を保証する方法として、近年、形
式手法 (formal methods) に対する関心と期待が高
まっている。本研究は、アーキテクチャ指向の概念
に基づいて、多様な形式手法を適材適所でソフトウ
ェアライフサイクルの各段階において活用する方法
を提案するもので、ソフトウェア・リスク分析への
応用も視野に入れたより広範で高度なソフトウェア
開発方法論の確立を目指す。 
 

【研究の方法】 
本研究では、研究代表者および分担者の形式手法

における種々の要素技術、形式手法の実用化および
普及活動の実績、品質保証法、アーキテクチャ指向
システム開発などに関する従来の研究成果に基づい
て、運用・保守の段階も含むソフトウェアライフサ
イクル全般に亘って、アーキテクチャ指向形式手法
に基づくソフトウェアの品質特性の確認と検証に有
効な方法を提案し、その実用化を図る。産学連携の
もとに実践的に研究を推進することにより、従来の
開発プロセスにおいても形式手法を組入れて有効に
活用する事例を蓄積して再利用可能とし、併せて、
開発支援ツールを開発し公開する。 
このために以下の四つの課題に取組む。(1) 形式手

法を適用したソフトウェア開発のための要素技術の
提案ならびに開発事例研究、(2) 形式手法を組入れた
開発プロセス参照モデルの提示と活用、(3) アーキテ
クチャ指向形式手法の提案、(4) 開発支援ツールの開
発。 
 
 

 
【期待される成果と意義】 

本研究は、ソフトウェア開発の現場で有効に活用
できるアーキテクチャ指向形式手法を提案する実用
性の高い実践的研究であり、以下の成果が期待でき
る。(1) 実際のソフトウェア開発の事例研究に基づ
いて、開発現場において有効な知見を蓄積し、その
共有と再利用を図る。(2) 上記の実践的経験知見に
基づく教材を作成するとともに、セミナーや講習会
を開催して、提案手法の公開と普及を推進して、人
材育成にも貢献する。(3) アーキテクチャの概念に
基づいて実行環境や操作も対象とした系統的なシス
テム記述と分析により、安心安全も含むソフトウェ
ア品質と開発効率の向上に貢献する。(4) 上記の研
究成果を具現化したツールを通して、我が国のソフ
トウェア開発現場において、自らの開発プロセスの
見直しと改善に寄与する。 
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